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　An 　 electrolyzed 　strong 　acid 　 aqueous 　 solution 　is　 called 　fUnction　 water ，　because　of　its

strong 　bacterlcidal　actlvity 　and 　effects　on 　viruses ，　the　immune 　systcm 　and 　atopic 　dermati−
tis．　As 　function　water 　can 　be　prepared　easily 　in　a　hospital

，
　it　was 　introduced 　fbr　use 　in

the　medical 五eld ．　 Function　water 　has　unique 　characteristics 　such 　as　a　high　positive
oxidation −reduction 　potcntia1，　strong 　acidity 　and 　a　high　concentration 　of 　dissolved　oxygen ．
But　a　detailed　analytical 　study 　has　not 　bcen　done．　In　the　present　investigation，　the 　pH
measurements

，
　ORP 　measurements 　and 　DO 　measurements 　were 　carricd 　out

，
　and 　thc　con −

centrations 　of 　Na
，
　K

，
　Cl

−
and 　residual 　chlorine 　in　the　solutions 　w ．ere 　measured ，　 We 　ex −

amined 　the　effects 　of 　electric 　current 　and 　electrolysis 　promoting　reagen し　Using　analyti −

cal　results ，　a　strong 　acid 　aqueous 　solution 　was 　prepared 　without 　electrolysis ，　The　char −

acteristics 　of 　the　electroiyzed 　solut 三〇n 　wcre 　compared 　with 　those 　of　the 　prepared 　solution ．
Most 　characteristics 　of　the　electrolyzed 　solution 　werc 　explicable 　by三ts　components ，
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1 緒
・＝

ロ

　水 の 電気分解 に よ り 得 ら れ る 強酸性電解生成水溶液

は
， 医療 に お い て 治療機器 や手指 の 消毒 な ど に 用 い られ

て お り，市販 の 機器 も多い ，又 ，MRSA 感染巣 に 対す

る除菌効果 や創傷 の 治 ゆ，難治性 か い よ うの 治療効果 ，

胃 粘 膜保護効果，ア トピー
性皮膚炎 の 治療効果 な ど も報

告 さ れ 始 め て い る
1）2｝．そ の た め 強 酸 性電解 生 成水溶液

は 機能水 と も呼 ば れ て ，医 院で 市 販 の 機 器 を水 道 に 接 続

す る こ と で 簡 便 に 生 成 で き る 手軽 さ も あ り，使用 が 広 ま

りつ つ あ る．しか し その 研究 は始 ま っ た ば か りで あ り ，

＊
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効果 と そ の 要 因，及 び水 の 物理 的性質 と の 相 関 は 明 ら か

で な い．又，生成水の 分析値 に 関 し て も，安定性 を含 め

十分 に 検討 さ れ て い る と は 言 え な い．そ こ で 本研究 で

は ，電解電流値 が 可 変 で き る よ う改 良 した市販機器 を使

用 し，まず始 め に
， 塩化ナ トリウ ム を電解助剤と して 標

準条件下 で 調製 し た 強酸性電解生成水溶液 に つ い て ，

pH ， 酸化還 元 電位 ， 溶存酸素量 ， 塩素イオ ン濃度，有

効塩素濃度，ナ トリウ ム 濃度，カ リ ウ ム 濃度 を取 り上

げ，分析法 と分析条件の 検討 を行 い t 供給水 が 水道水 と

純水 の 場合に つ い て 分析値 を定 め た．更 に 保存 した 際の

安定性iに つ い て も調べ た 。 な お 分析法の 検討 に 当た っ て

は医 療 現 場 で の 測 定 の 可 能 性 を 念 頭 に お き，国内外 の 関

連規格 を 考慮 し た
3）
−
6）．次 に 生成条件 に よ る物性値 の
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変動 に 関 し て ，電 解の 際 の 電 流値，電解助剤 の 種類，濃

度の 影響 に つ い て 検 討 を行 っ た ．最後 に こ れ ら の 結 果 よ

り機能水 の 機能発現 の 原因 を推測 し，電気分 解せ ずに 同

等の 物性値 を有 す る こ と が で き な い か に つ い て 検討 し

た，

2 実 験

　2・1 電解 生 成水 の 調 製

　実験 に 使用 し た電解生成水 は，旭硝
一r・エ ン ジ ニ ア リ ン

グ製 の 強酸性電解生成水溶液生成装置 オ ア シ ス バ イオ

OW −Ol を 電 解 電 流 値 が 可 変 で きる よ う 改良 し た 装置 で

調製 した．こ の 装 置 は フ ロ
ー

タ イプ で あ り，陽極 と陰極

は フ ッ 素系 の ち密 な イオ ン 交換膜 で 仕切 られ，陽極室，

陰極室 に そ れ ぞ れ 水 と 電解助 剤 が 供給 さ れ る ，生成量 は

11／min で あ る．　 Fig．1 に 使用 し た 装置 の 概略 を 示 し

た．陽 極側 で 発生 し た C12 は 水 に 溶解 し塩 酸 と 次亜 塩

素酸 に 不均化分 解 す る．電 解 助剤 と して は 塩化 ナ トリウ

ム 〔和光純薬製試薬特級 11一部硫酸 ナ ト リ ウ ム 〔和光

純薬製 試 薬特級M を 使 用 し，供給水 と し て は 水道水及

び純水 （オ ル ガ ノ 製 カ
ー

トリ ッ ジ 純水器 G −20 形 に よ

る 〉を用 い た．電解電流値は 4．0，5．0， 7．5，10．O，12．5

A の 5 種 で 検討 した，試料水 は す べ て 生成開始 か ら 10

分 後 に 採 取 し，保存 に よ る 安定性 の 実験以 外 は 採 取 直後

に 測定 した，

　2 ・ 2 測　定

　pH は ガ ラ ス 電 極 〔東 亜 電 波 製 HM −11P，　 GST −

5311G ） と 半 導 体電 極 （新 電 元 製 ISFET ．　 pHBOY −

P2），ペ ン タ イ プ pH 計 〔ラ コ ム テ ス タ
ー

pH 　Scan3），

水質管理 用 簡 易 複 合 測 定 器 （Hanna 　Instruments　Co ．

製 ウ ォ
ーターテ ス ト〕，pH 試 験紙 〔Advantec　Test　Pa−

per　TB ）の 5 種で 測定 し た．い ずれ の 場合 も 1）酸性

側 で 校正 を行 い ，2） 測 定温 度 を
一

定 と す れ ば 問題 な く

使用 で き る こ と が 確認 で き た ．但 し 供 給 水 の pH に つ

い て は，測定中の 空気中か ら の 炭酸ガ ス の 溶解 の 影響 が

大 き く，測定 す る 試料水 の 量 を 多 く し，空気 と の 接触面

積 を小 さ く し，手早 く測 定 す る 必 要が あ る ．

　酸化還元電位 （ORP ） は 取 り扱 い が 容易 で ， 再現性

の よ い 銀 ／塩 化 銀 電 極 を 参照 電極 と して 測定 さ れ る こ と

が 多 い が，文献値 は 水素電極 に 対 す る 値 が 示 さ れ ？
・
こ と

が あ り ，
デ ータ の 相互比較 に 当 た っ て は注 意 が 必 要 で あ

る．本実験 で は，Pt 電 極 （東 亜 電波製 HM −llP） を 使

用 し，参照電極 は銀／塩化銀電極 〔内部液 3．3　M 　KCI ）

で あ る，前述 の ウ ォ
ーターテ ス トで も測 定 し た ．

　市販 の 溶存 酸 素計 の 測定上 限 は 20mg ／1 で あ る も の
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が 多 い こ と も あ り，ヨ ウ素滴定法 〔ウ イ ン ク ラ
ー

法〉，

過 マ ン ガ ン 酸 カ リウ ム に よ る滴 定 法及 び 各種の 変法 が 用

い ら れ る こ と が 多 い ．しか しこ れ ら の 方法 に は 遊離塩

素 ・亜 硝 酸 な ど の 酸 化 還 元 物質が 妨害 す る こ と が知 ら れ

て お り ， 本 試料 へ の 適用 に は 問題 が あ る こ と も考 え られ

る，本実験 で は 溶存酸素量 が 200mg ／1ま で測定 で き る

隔膜 形 ポーラ ロ グ ラ フ 式 の 溶存酸素計 （電気化学計器 製

DOL −40）に よ り 測定 し，一
般 に 用 い ら れ て い る ウ イ ン

ク ラ
ー

法
一
ア ジ化ナ トリ ウ ム 変 法 と データ を比 較 し た．

　有効塩素 の 測定 は JIS　KOIOI 〔工業用水試験方法），

KOIO2 （工 場 排 水 試 験 方 法 ） に 記 載 の ヨ ウ 素滴定 法 に よ

っ た、塩素イ オ ン 濃度 は容易 に Cl
一

の み を 測定 で き る

イ オ ン 選択性電 極 （ISE ） 〔東亜電波製 IM −40S） に よっ

て 測 定 し た．ナ トリ ウ ム 含 量 は フ レーム 原子吸光 分 析

〔日 立 製作 所 製 Z8100） に よ り，カ リ ウ ム 含量 は フ レ ー

ム 原 子 吸 光 分 析 と ISE に よ り 測 定 した．各種電極法 に

よ る 測定 は す べ て 30℃ で 行 っ た．又，各測定 に 先立 ち

誘導結合プ ラ ズ マ （ICP）発光分析 （セ イ コ ー電子製

SPS 　1500　VR ） に よ っ て 供給水，生 成 水 の 定 性
・定量 分

析 を行 っ た，更 に 強酸性電 解 生成水溶液中 の 水の 状態分

析 と して
i70 −NMR の 線幅か ら ，

ス ピ ン ース ピ ン 緩和時

間 を 日 本電 子 製 JEoLJNM 　Ex400 に よ り 求 め た・

3 結果と考察

　3・1 標準条件下 で 調製 した強酸性電解生成水溶液の

分析結果

　各測定 に 先立 っ て ICP 発 光分 析 に よ り 電解 生 成水 と

供給水 の 定性 分 析 を 行い ，更 に 存在 が 確 認 さ れ た 元 素 に

関 して定量分析を行 っ た，そ の 結果，水道水を供給水と

し た 場 合 は Zn，　 Ni，　 Fe，　 Mn ，　 Mg ，　 Ca，　 Al，　 Sr が ，

純 水 を供給水 と し た 場合 は Fc，　 Mg ，　 Ca が微 量 確 認 さ

N 工工
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Fig ．2　Effect　 of 　preparation　season 　on 　dissolved

oxygenO

・ winte ・ （19℃ ）；e ・ summ ・ ・ （24℃ ）

れ た．こ れ らは 供給水及 び電解助剤 と して 使用 した 塩化

ナ トリ ウ ム に よ る も の で あ り，電解竃 流 値 に よ る影 響 も

顕著 で は な か っ た，

　生成水 の 溶存酸素量 は，電解電流 と と もに 増加 して お

り，主 に 陽極側 で の 水の 電気分解 に よ り生成 し tO2 に

よ り
一

次的 に 酸 素 過 飽 和 の 状 態 に な っ た た め に 高 い 値 を

不 した もの と考 え ら れ る．又，夏季 と 冬季 の 測定値 で

5〜10mg ／l の 差 が 見 られ ，溶存酸素量 は 供給水 の 水温

に よ っ て 影 響 を う け る こ と が 分 か っ た．結 果 を Fig，2

に 示 した．電解電流 10A，電解助剤 NaCl 　200　g／且の 標

準生成条件 で ，水道水 を供給水 と して 生成 し た 強酸性電

解生成 水溶 液 で は ，溶存 酸素計 に よ る 測定 値 （25．3

mg ／1） よ り滴定法 に よ る 測 定 値 が 約 2mg ／1 高 く な っ た

が，測 定 温 度 に よ っ て も変動す る た め 有意蕪 と は 認 め ら

れ な い ，

　有効塩 素濃 度 は 供給水 に よ ら ず 52　ppm で あ っ た．

又 ，水 道 水 の 分 析値 は LO　ppm ， 純水 で は 検出限界以下

で あ っ た．塩素イ オ ン 濃度 は ，水道水 を供給水 とす る 場

合 は 410ppm ，純水を供給水 と す る 場合 は 4SO　ppm で

あ り，水道水中 に は 13ppm 含 ま れ て い た．カ リ ウ ム は

水道水 を供給水とす る場合の み観測 さ れ た．又，フ レ
ー

ム 原子 吸光分析 に よ る結果 と，ISE に よ る 結 果 も L4

pp、n で あ り，測定誤 差範 囲 内 で
一．・致 し た．ナ ト リ ウ ム

濃度 は，水道水を供給水 と し た場 合 は 260ppm で あ り，

純水 を供給水 と し た 場合 は 420ppm で あ っ た．塩 素 イ

オ ン ，ナ トリウ ム 含 量 と も供給水 よ り純水 の ほ う が 値が

高 い の は 供給水圧 が 両者 で 異 な り， 単位時間当た りの 供

給水量 が純 水 の ほ う が 少 な か っ た こ と に よ る．

　標準条件
’
ド （電解助剤 NaCl 　200　g／1，電解電流 10A ，

生 成量 li／min
， 生成開始 か ら 10分後 に 採取） で 調製

した 強酸性電解生成水溶液の 分 析結 果 を ， Table　 1 に 示

した．

　3 。2　5 日間保存による影饗

　pH ，　 ORP ，溶存酸素量，残留塩素濃度 の 各項 目 に つ

い て ，褐 色 の ガ ラ ス 瓶 に 空 間が 生 じな い よ う に 満 た し ，

冷暗所 に 保存 し た 場 合の 影響 を 5 日 間 に わ た っ て 検討

し た．溶液 は 各 5 本用意 し，測定 ま で 開封 せ ず に 保存

し た．容器 の ふ た は ね じ式 の プ ラ ス チ ッ ク で あ り
， 特別

な シー
ル は 行 っ て い な い ．供給水 は 水道 水 で あ り，電解

Tab 畳c　 1Analytical 　results 　of 　the　e且ectrolyzed 　strong 　acid 　aqueous 　solution 　prepared　under 　standard 　conditions

Method （instrument） Results

Trace　e置ement

（ICP 　Seiko　SPS1500VR ）
pH
（glass　electrode 　Toa 　HMIIP ＞
ORP

（Toa　HMllP ）
DO

（DKK 　DOL −40 ）
Residual　chlorinc

（i・dometric　titratien）
C 「 content

（ISE 　Tea 　IM40S ，　Cl−125B）

Na 　content

（AAS 　HItachi　Z8100）
Kcontent

（AAS 　Hitachi　Z8100 ）

pure　 water

tap 　watcr

pure　 water

tap　water

pu「e 　water

tap 　water

pure　water

tap 　water

pure 　water

tap　water

pu肥 watcr

tap　water

pure　 water

tap　water

pure　water
tap　water

　　　　　 Fe
，
　M 弩，

　Ca
Zn ，　Ni ，

　Fe，　Mn ，　Mg ，　Ca，　Al，　Sr，　K
　 　 　 　 　 　 　 2．6
　 　 　 　 　 　 　 2．l
　 　 　 　 　 H59 　mV

　 　 　 　 　 ll60mV

　　　　　　 l6ppm

　　　　　　 26ppm

　　　　　　 52ppm

　　　　　　 52ppm

　　　　　 480ppm

　　　　　 410ppm

　　　　　 420ppm

　　　　　 260ppm

　　　　　　L4　ppm
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Table 　2　E偸 ct 　or ヨtorage　period　on 跚 aly 匸ical　re −

　 　 　 　 sults

Sto「age 　period／d 1　　 2　　 3　　 4　　 5

pHORP
／mV

DO ／mg 「
L

Residual　chlorinc ／mg 　1
− 1

2．1　　2．3　　 2．3　　2．3　　2，3
1皇59　1152　 1156　1155　115戞

16、l　　l5．4　　12．6　　10，8　　9．5
50　　　49　　　く」8　　　47　　　47

寓
匹
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霞
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Fig．3　Effect　 of 　 mixing 　electrolyzed 　strong 　acid

aqueous 　 solution 　and 　 electrolyzed 　 strong 　basic　solu −

tion
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Fig。4　Effect　 of 　 clectrolysis 　 current 　 on 　 pH （a ），
oxidation −reduction 　potcntial　（b＞，　 dissolved　oxygen

（c＞，and 　reskdual 　chlorine （d）

OlNaCl 　 50　g／1，　 pure　water ； 口 ： NaCl　 IOO　g／1，
pure　water ；

△ ： NaCl 　 200　g／1，　 pure 　water ； ● ：

NaCl 　200　g／1，　tap　water ； × ： Na2SO4 ，　pure　water

電流値 は 皇OA ，電解助剤 は NaGl 　2009 ／1で あ る，結果

を Table　2 に 示 し た．溶 存 酸 素 量 に つ い て は 徐 々 に 変

化す るが，そ の ほ か は ほ と ん ど 変化が 見 ら れ な か っ た．

こ れ は容 器 の ふ た と の す き 間 よ り 主 に 気体 が 避 散 し た こ

と に よ る と 考え る．溶存酸素量 の 減 少傾向は，酸素 ガ ス

に よ り酸素過飽和に し た 純水や NaCl 水溶液の 場合 と同

様 で あ っ た．

　3。3　強酸性電解生成水溶液 と強 塩 基性生成水溶液の

混合 に よ る pH 及 び ORP の 変化

　強酸性電解生成水溶液 は 有害元素等 は 含 ま な い こ と が

分 か っ た が，そ の ま ま 排 水 と して 多量 に 廃棄 す る に は

pH や ORP に 関 して 問題 が ある もの と思 わ れ る．同時

に 生成 す る 強塩基性生成水溶液 を混 合 して 排出す る こ と

で ，廃水設備 や 環境へ の 影 響 の 緩和 が 期待 され る ，そ こ

で 混合割合 を変化 さ せ た と き の pH と ORP の 測 定 を 行

っ た．強塩基性生成水溶液 を 30〜50％ 混合す る こ と で

ほ ぼ 無害 化 で き る こ と が 分 か っ た ．Fig．3 に 結果 を 示 し

た．な お O．1　M 　NaOH で も 同様 に 定量 的 に 中 和 で き る

こ と も確認 し た．

　 3。4　電 解 助剤 の 種類 ・濃度と電解電流値 の影響

　純 水 を 供給水 と す る 場合の pH，　 ORP ，溶存酸素量 の

各項 目 に つ い て 竃解助剤濃度 と 電解電 流 値 の 影響 を Fig，

4 に 示 し た．又，硫 酸 ナ トリ ウ ム を電解助剤 と し た 際の

結果 と，水道水 を供給水と す る 標準条件で の 結果 も併せ

て 示 した ，又，残留塩素 に 関 して は，標準電 解 助剤濃度

（200　g／l） に お け る水道 水と純水を供給水 とす る 場合 に

つ い て ，電 解電 流値の 影響 も合わ せ て 示 し た．有効塩 素

濃 度 は 酸 化 還 元 電 位 と の 関係で よ い 相関 が見 られ た．硫

酸ナ トリウ ム を電解助剤 と した 場合 に は，塩化ナ トリウ

ム の 場 合 と比較 し て pH は 近 い 値 と な っ た が ，酸化還

元 電 位 は 300mV 以上 低 い 値 と な っ た．こ れ らの こ と

か ら，高 い 酸化 還 元 電 位 に は 電 解 助剤 よ り供給 さ れ た 塩

素 が 関与 して い る も の と 考 え る．

　3・5　電解を経ない 強酸性水の 調製の 検討

　強 酸性電解生成水溶液 は 低 い pH と 高 い 酸化還元電

位，高 い 溶存酸素量 に 特徴 が あ る と言 わ れ て い る．こ の

う ち 溶存酸素量 は 季節 に よ り変 動 す る が，殺 菌 ・治療効

果が 季節に よ り変化 す る と の 報告 は 見 られ な い ．又，高
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Table　3　Analytical　results 　of 　strong 　acid 　aqueeus

　 　 　 　 solutions
40

A 　　B　 C 　 D 　 D
’
　 E 30

pHQRP
／mV

DO ／mg 　1
− l

Residual　chlorinc ／mg 「
l

Na 　content ／mg 「
1

cr ・ 。 nt ・ nt ／mg 「
1

2．6　 2．1
ll591160 　812
16．1　25．950

　 52
420　260
480　410

2．9　2．1　 2．4　 フ．7
　 　且1581130　730
20　 8　　 8　　10
−

　　　52　　5星　 1、 
　 　 53　360　 U
　 　 355　690　　13

A ： raw 　 water − pure　 water ，　 electrolysis 　promo 匸ing
reagent − N 乱Cl；B ： raw 　w 飢 er − tap　water

，
　e1ccLroly −

sis　promoting　 reagent − NaCl ；C ： raw 　water − pure
water ，　 electrolysis 　 promoting 　 reagent − NaSO4 ；D ：

raw 　 watcr −
pure 　 water ，　 nonelectr ・1yzcd　 soiuti ・ n

（HC1 −0．OIN ，　NaCIO −O．002　M ）；D
’
； raw 　water ・pure

water ，　nondectrolyzed 　solution （：HCI −O．006N ，　NaCi −
0．Ol35N

，　NaClO −0．002　M ）；E ： tap　water

二
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Fig．5　Effect　of 　standing 　time 　on 　dissolved　oxygen

in　the　 solutions 　 at 　30℃

● ： electro 夏yzed　strong 　acid 　so 且ut まon 　◇ ： prepared
strong 　acid 　solution

Table　4　T2　values 　of 　
］70 −NMR （3e℃ 〉

い 酸化還元電位を有す る強酸性電解生成水溶液 を得 る た

め に は，電解助剤 に 塩素 を含 む こ と が 必 要 で あ る こ と が

分 か っ た．そ こ で 水 を電気分 解 せ ず に 次 亜 塩 素酸水溶液

と塩酸 の 混 合 で ，塩化ナ トリウ ム を電解助剤 と して 生 成

し た 強酸性竃解生成水溶液 と 同 レ ベ ル の pH と ORP の

水 を 得 る こ と を 検討 した．標 準条件下 （電解助剤 NaC1

200g／1， 電解電流 10A ） で 調製 し た 場合 と 同一．・の 塩素

イオ ン 濃度，有効 塩 索濃度 に な る よ う に ，容 量 分 析 用 の

IMHC 且と 有効塩素 5％ の 次 亜 塩 素酸 ナ ト リウ ム 溶液

及 び NaCl （い ずれ も和光純薬製 試 薬） を 混合，純水 で

希釈 し ， pH ，　 ORP ，溶存酸素量，有効塩素濃 度 を測 定

した．そ の 結果 を標準条件 で 電解 に よ り調製 し た溶液 と

比 較 し て Table　3 に 示 した．溶存酸素量 以外 は ほ ぼ 同
一

の 値が 得 られ た，又，溶存酸素濃度 に 関 して も，混 合

に より調製 した 溶液 に 酸素ガ ス を 吹 き 込 み ，溶存酸素 量

の 解放系 に お け る 経時変化 を測定 した と こ ろ，強酸性電

解 生 成 水溶液 の 測定結果 と よ い
一

致 を 示 した （Fig．5）．

こ の結果より強酸性電解生成水溶液中の 溶存酸素量 は
，

電解 に よ り 生成 し た酸素が 溶液中 に と け 込 み
…・

次的に 過

飽 和 に な っ た た め 多くな っ た の で あ り ， 溶液中の ほ か の

成分 と の 反 応 や 結合 は起 こ っ て い な い もの と考 え る，

　　T2／m
　

NON 　 BCM

Pure　watcr （raw 　water ）
NaCl 　aq ，　soln ．（700 　ppm ）
E呈ectrolyzed 　strong 　acid

aqueous 　solut ｛on 　　　　　　　 （4A）

　　　　　　　　　　　　　（5A）
　　　　　　　　　　　　 （7．5A）

　　　　　　　　　　　　 （IOA）

（12．5A）

104−
7

7，57
．47
，47
，57
，7

7877

768

ρ
Q6

77777

　3 。6　強酸性電解生成水溶液中の水の状態

　水 の 状態分析 と して溶液の IR 測定，　 X 線や 中性子 に

よ る 散乱，超音波 の 吸 収，IH
や

170
の NMR に よ る 緩

和 時 間 の 測 定 な ど が 行 わ れ る
o ，こ こ で は

IH
の 交換速

NON ： without 　decoupling
BCM ： broadband 　decoup且ing（OH ＞

度 に 依存 す る と考え ら れ る
170 −NMR の 線幅 か ら ス ピ

ン
ー
ス ピ ン緩相時間 （乃）を 求 め た．結果 を Table　4 に

示 し た．　 IH
の デ カ ッ プ リ ン グ有無 に よ ら ず ， 塩化 ナ ト

リウ ム 水溶液 の 測定値 と の 有意 差 は見 られ な か っ た，野

村 らの ラ マ ン ス ペ ク トル に よ る 結 果 と一．．一致 す る結果 と考

え る
8＞，

　 こ れ らの 結果 よ り強酸性電解生成水溶液の 特性 は，主

に 陽極室 内 で の C 「 ，H20 と電解 に よ り生 じた Cl2，

HOC1 ，0Gl
−
，　 H ＋

に よ る も の で あ る と 考 え る．

　強 酸 性電解生成水溶液 は 消毒 ， 殺 菌効 果 や か い よ う に

対 す る 治 ゆ効果 を有 し，病院内 で 水道水と機器 に よ り簡

便 に 生成 で き る た め 医療分野 で 使用 され，効 果が 報告 さ

れ 始 め て い る ．機器 を用 い た 生成条件 の 検討 の 結果 ， 電

解電流値 や 電解助剤濃度 の 多少 の 変動 で は 物性値 に 大 き
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な 変化 は 見られ な い こ とが 分 か り ， 安定 した 水質が 得 ら

れ て い る も の と考え る．又，褐色 瓶 に 満 た し冷暗所 に保

存 す れ ば ，5 日 閭 程 度 保 存 可 能 で あ る こ と も分 か っ た ．

排水 と して は ，同時 に 生成す る 強塩基性生成水溶液 を混

合 す る こ と で 緩和 で き る こ と も確認 で き た。

　強酸性 電 解 生成 水溶 液 の 特徴 は，低 い pH と 高 い 酸

化還 元電位 ・
溶存酸素量 に あ る と言 わ れ て い る．こ の う

ち pH と 酸化還元電位 に 関 して は，電解 に よ ら ず混 合

の み で 伺
一・

レ ベ ル の 水溶液 が 調 製 で き る こ とが 分 か っ

た．又，溶存 酸素量 の 減 少 傾 向 は 酸素 過 飽 和 に し た混 合

調製水と差異 が 見 られ ず，溶存酸素が 溶液中の ほ か の 成

分 と の 反応 や結合 は起 こ っ て い な い もの と考え る，又，
i70 −NMR の 測定結果 に も特 に 変 わ っ た 点 は 観測 され な

か っ た ，機器 を用 い た 電解 に よ る 機能水 の メ リ ッ トは ，

取 り扱 い に 注意 を要す る 試薬を使用せ ず塩化ナ トリウム

と水道 水 の み で 安定 し た 水 質 の 溶液 が得 ら れ る こ と に あ

る と 考 え ら れ る が
， 機 器 の 設置 で き な い 場 所 で の 混 合 水

の 使用 の 可能性 を示唆 す る結果と言 え よ う．

　本研 究 を進 め る に 当 た り名古屋 大学 工 学 部 野村 浩 康教 授，
香 田 忍 助 教 授 ，旭 硝 子 （株 〉の 米 森 重 明博 士 ，旭 ガ ラ ス エ ン

ジニ ア リ ン グ （株）の 久野智彦氏 に ご 助言い た だ き ま し た，
深 謝致 しま す．本研 究の 一一部 は機能 水 研 究振 興 財団の 研究

助成 を得て 行い ま した 〔助成認 可番 号 9408）．
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要 旨

　強酸性電解 生 成水溶液 は，消毒
・
殺菌効果 や か い よ う に対 す る 治ゆ効果を有 し

， 病院内で 水道水 と機

器 に よ り簡便 に 生成で き る た め医療分野で 使用 され，効果が報告 され 始 め て い る、生成条件を検討 した

と こ ろ電解電流値 や 電解助剤濃度 の 多少の 変動 で は 物性値 に 大 き な 変化 は 見 られ ず ， 使 用 す る 医 療機関

に よ る水質 の 差 異 は少な い もの と考え る．又，5 日間程度 は保存可能 で あ る こ と も分 か っ た ．排水 と し

て は，同時 に 生成 す る強塩基性生成水溶液 を混合す る こ とで 緩和 で きる こ と も確認 で きた ．強酸性電解

生 成 水溶液 の 特徴 の 一
つ で あ る 高 い 酸 化 還 元 電 位 に は塩 素が 関与 す る こ と が 明 ら か と な っ た，pH

・
酸

化還元電位 ・有効塩素濃度等 に 関 し て は 電解 に よらず試薬 の 混合 の み で 同一レ ベ ル の 水溶液が 調製で き

た ．又 ，
170 −NMR に よ る 測定 で も特 に 変 わ っ た 点 は 見 い だ せ な か っ た，強 酸性電 解 生成 水溶液 の 示 す

特性 の 多 く は 電解操作自体 で は な く，電解 に よ っ て 生 じた条 件 の 再 現で 説明 され る．
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